
平
成
三
十
年
二
月
十
五
日
提
出

質

問

第

七

七

号

横
浜
市
栄
区
上
郷
町
瀬
上
沢
地
区
の
宅
地
開
発
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

早

稲

田

夕

季
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横
浜
市
栄
区
上
郷
町
瀬
上
沢
地
区
の
宅
地
開
発
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

神
奈
川
県
横
浜
市
栄
区
上
郷
町
瀬
上
沢
地
区
（
猿
田
地
区
）
の
緑
地
帯
に
関
し
、
現
在
民
間
事
業
者
で
あ
る
東
急
建
設
株
式

会
社
（
以
下
東
急
建
設
）
に
よ
る
宅
地
・
商
業
集
積
地
の
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
地
区
は
、
横
浜
市
内
に
残
存
す

る
自
然
緑
地
と
し
て
は
最
大
規
模
で
あ
り
、
か
つ
蛍
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
た
瀬
上
沢
を
含
む
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
に

東
急
建
設
に
よ
る
開
発
に
向
け
た
提
案
が
行
わ
れ
て
以
降
、
環
境
保
全
の
視
点
か
ら
、
近
隣
住
民
を
中
心
と
し
た
反
対
運
動
が

行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
、
一
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
横
浜
市
の
「
第
百
四
十
七
回
横
浜
市
都
市
計
画
審
議
会
」
に
お
い

て
、
東
急
建
設
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
都
市
計
画
の
変
更
案
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
横
浜
市
で
は
、
緑
地
の
一
部
を
現

在
の
市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市
街
化
区
域
へ
と
線
引
き
の
変
更
を
行
う
べ
く
、
権
限
を
有
す
る
国
土
交
通
省
に
対
し
、
手
続
き

を
申
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
承
知
し
て
い
る
。

本
開
発
計
画
に
関
し
て
は
、
森
林
や
生
物
資
源
保
護
の
観
点
に
く
わ
え
、
ま
も
な
く
人
口
減
少
へ
転
じ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
空
き
家
の
増
加
が
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
る
横
浜
市
に
お
い
て
、
あ
え
て
地
域
資
源
で
あ
る
緑
地
帯
を
区
域
変
更
し
大
規

模
な
宅
地
整
備
等
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
都
市
計
画
と
し
て
の
妥
当
性
に
対
す
る
疑
義
も
呈
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
我
が
国
が
「
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
」
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
政
府
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十

一



年
に
始
ま
っ
た
人
口
減
少
は
今
後
加
速
度
的
に
進
み
、
今
後
さ
ら
に
急
激
な
人
口
減
少
・
少
子
化
、
異
次
元
の
高
齢
化
が
進
行

す
る
と
の
予
測
の
下
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
適
合
し
た
新
た
な
街
づ
く
り
・
社
会
シ
ス
テ
ム
作
り
を
政
策
目
標
に
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
開
発
計
画
の
対
象
地
区
が
存
す
る
横
浜
市
栄
区
は
、
市
内
十
八
区
の
内
で
最
も
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
高

く
、
ま
た
市
内
第
二
位
の
緑
被
率
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
、
政
府
の
進
め
る
政
策
方
針
に
照
ら
し
考
え
あ

わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
当
該
地
域
の
将
来
像
と
し
て
目
指
す
べ
き
は
、
本
開
発
計
画
に
あ
る
よ
う
な
自
然
緑
地
の
宅
地
・
商
業

地
転
用
で
は
な
く
、
む
し
ろ
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
、
持
続
可
能
で
高
齢
化
社
会
に
適
し
た
街
づ
く
り
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
所
見
も
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
今
回
の
上
郷
町
瀬
上
沢
地
区
の
開
発
計
画
に
関
連
し
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
政
府
の
考
え
を
質

問
す
る
。

一

国
土
交
通
省
の
定
め
る
国
土
利
用
計
画
で
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
更
な
る
進
展
を
見
据
え
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

や
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
等
を
柱
と
す
る
、
国
土
利
用
の
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
横
浜
市
に
お
い
て

も
、
人
口
減
少
に
応
じ
た
市
街
地
の
縮
退
の
方
針
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
提
示
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

二



れ
ら
の
視
座
に
立
て
ば
、
本
開
発
計
画
は
国
や
市
の
定
め
る
方
針
に
逆
行
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ

う
な
認
識
で
あ
る
か
。

二

ま
た
本
件
の
よ
う
な
、
「
民
間
事
業
者
」
に
よ
る
都
市
計
画
提
案
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
が
増
え
る
事
例
は
全
国
で
も

「
異
例
」
と
の
政
府
職
員
の
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
間
違
い
は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
場
合
、
こ
の
開
発
計
画
が
先
行
事

例
と
な
り
、
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
も
、
民
間
主
導
で
緑
地
等
の
宅
地
開
発
が
増
加
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る

が
、
こ
の
点
に
関
し
政
府
は
ど
の
よ
う
な
認
識
で
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


